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　混合調製を含めた注射薬調剤に適 した

注射オー ダエ ン トリシ ス テ ム の構築と評価
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　At 皿（eda 　Munlclpal　Hospital，　wc 　created 　an 　order 　entry 　system 　for　the 　dlspensmg　and 　mtxmg 　of 町 ecnons 且n　November

2003．We 　then　compared 　the　numbers 　of　ln」ectlons 　thut　pharmacists　mlxed 　and 　admmistered 　Io　panents・the　rates　for　ln．1ec−

nons 　mlxed 　by　pha  aclsts，　retum 　 rates　For　ln亅ecnons 　mlxed 　by　pharmacists 　and 　dlspens旧 g　el
−
K 〕r　rates　between　the　four

months 　before　and 　after　lntroduclng 　the　system ．　Compared 　to　before　the　introduction 　onhe 　system ，　the　number 　of 　lnJec
−

tlons　that　pharmaclsts 　mlxed 　and 　admlnlstered 　to　patlents　mcreased 　by　about 　40 ％ ，the　rate　for　lnJections 　mlxed 　by　pharnla−

clsts　lncreased 　by　2％ 　and 　the　remm 　rate　for　lnJectlons 　decreased　by　approxtmately 　l％ 、　The 　dlspensmg　error 　rと迂te　de−

creased 　to　O，26 ％ ，　a　ma エked 　drop　fr｛，m 　the　2．23％ error 　ratc　before　lntr〔）duclng　the　system 　Based 　on 重hese　results ，　we 　felt

that　our 　order 　entry 　system 　for　the　dlspenslng　and 　mlxlng 　or 　lnjectlons 　was 　very 　usefu ［
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緒 言

　市立池 田 病院（以下 ，当院 と略す）薬剤部 で は，平成 9

年 10月 よ り，薬剤師が 注射薬 を調剤 す る上 で ，患 者 個 別

の 注射薬処方情報が わ か りや す く，また 必要事項 を詳細

に 記載 で きる 注射薬処方せ ん を考案 し，運 用 を開始 し

た
B ．また

， 平 成 12年 4 月 に は 病 棟 薬 局 を 開 設 し，す べ

て の 注射薬 を対象 と した混合調製 を含め た 注射薬調 剤 を

開始す る
Z
な ど，注射薬 に よ る 医療過 誤 防止対策 に 積極

的 に 関与 して きた。

　注射薬 で の 医療過 誤 の 原 因 と して は ，数多 くの 因子が

考え られ る が，そ の 中に は，注射薬処方せ ん へ の 記載 ミ

ス や 鑑査 をす る 上 で 非常 に 重 要 で あ る投与 開 始時 間，投

与時 間，投 与 経 路 ，投 5一速 度 と い っ た 指示 内容の 記 載不

備 と い っ た こ とか ら の ヒ ュ
ー

マ ン エ ラ
ー

に 起因す る ミ ス

も多 く見 られ る
31．注射 オーダエ ン トリ シ ス テ ム は，こ

う した ヒ ュ
ー

マ ン エ ラ
ーの 回 避 を 口∫能とする とい わ れ て

い る
a〕．また，当院 に お い て も，注射薬処 方せ ん の 伝達

の 遅 れ や 不備 に よ り，適 正 な注 射 薬 調 剤 を行 う こ と が で

き な くな っ た り，処 方指示 の 変 更 や 中止 に 伴 い ，不 必要

な調 剤 に よる 返 却が た び た び発生 して い る ．こ れ らの 問

題 に 関 して も，注 射 オ
ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム を導 入 す る

こ と に よ り，病態が 不 安定 な患者 の 処方分 を除 い て ，回

避可 能 で あ る こ とが予測される ．

　当院で は ，こ れ ら の 問 題 の 回 避 も 目 的の ひ とつ と し

て ，注射 オ
ーダエ ン トリ シ ス テ ム の 導 入 を検討 した．し

か し，当院で 導人 が 検討 され た 注射
．
オーダエ ン トリ シ ス

テ ム は，処 方鑑査 に 必須 な情報 で あ る投与 開 始 時 間 の 入

力 に 非常 に 手間が か か り，医 師に 入 力 を徹 底 させ る こ と

が 困難 で あ っ た，さ ら に， 1施 行 分 を 1処 方 と して 処方

せ ん に 印字 され ない 等の 問題 が あ っ た．

　そ こ で ，当院 で の 混合調製 を含め た注 射薬調剤 に 適 し

た 独 自の オーダエ ン トリ シ ス テ ム を構築 し，平成 15年11

月よ り運 用 を 開始 した．今 回 は，注射 オ
ー

ダエ ン トリ シ

ス テ ム 導入前後 で の 注射薬処 h せ ん発行の 傾向 と混合調

＊
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製 を含め た 注射薬調剤 に対 して の 注射 オーダエ ン トリ シ

ス テ ム の 導入 の 影響 を 評 価 した の で 報告す る ．

方 法

’． 当院で の 注射 オ ーダエ ン トリシス テ ム の 概 要

　Fig．1 に 当院で 使 用 して い る 注射 オ
ー

ダ エ ン トリ シ ス

テ ム の 入力画而を示 した．当院で 構築 した注射 オ
ー

ダ エ

ン トリ シ ス テ ム （日立 造船  ）は ，注射薬処 方せ ん を鑑 査

す る 上で ，薬剤名，投 与量 と と もに必須項 目 で あ る投 与

開始時間，投与時間お よ び投与速度等の 入力に 重点を置

い た シ ス テ ム で あ る ，処方 オー
ダ は

， 薬剤名 ， 投与量 ，

投 与方法，投与経路 を選択 した 後 に ，投与開始時聞，投

与時間ま た は 終了時間お よび投与速度 を 入 力 し な けれ ば

処 方せ ん が発行で きな い シ ス テ ム と し た．また，人力 を

簡便 に す る た め，Flg．1 に 示 した よ うな画面選択 力式 と

し，同
一・

処方指示 が 指示時間の 違 い に よ り2 回以 上 あ っ

て も，各投
’

丿糊 始時間 を画而 か ら選択 し入 力す る こ と に

よ りオーダ を可能 と した．た だ し，手術 や 処置咎，投与

開始時間が 不確定 な もの や指示時間の 不明確 な も の に 関

して は，「時刻指定 な し」 ま た は 「指定 な し（医 帥 の 指 示

通 り）」を 選択す る こ と も可 能 と した．

　Fig．2 に当院 で 考案 し使用 して い る注射薬 処 方せ ん と

処 方 内容 に 修 正 が あ っ た注 射 薬 処 方 せ ん の 例 を示 した．

注射薬処方 せ ん の 形式 は，薬物療法全体 を把握 した 処方

鑑 査 が 行 え る よ う に， 1処 方 は 1 日 分で は な く 1 施行分

の 指示 と し，投与指示 H を挟 ん で 過去 3 日，未来 3 日の

指 不 内容 を出 力 口∫能 とした．また，修正 指示 が 出 た 場 合，

新規 ・中止処方 〔○ が 新規処方，x が 中止処方）等 の 指示

変更箇所 を網 掛け と し，指示 変 更 の な い 処 方 も同 時 に出

力 し， 1枚 の 処方せ ん で すべ て の 処 方情報 の 記 載 が 可 能

な形式 と した．また，抗悪性腫瘍薬 や 中心静脈栄養輸液

処 方 は 従来の よ うに別 処 方せ ん とす る の で は な く，他の

注射薬 との 併用処 方の 内容 が わか る よ うに，同
一

処方せ

ん 内 に 記載す る こ と と した．

2． 注射オ
ー

ダエ ン トリ シス テム 導入後 に お ける 評価

　 1）注射薬 の 処方本数お よ び混合調製本数 の 比 較

　注射 オー一ダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入 舸の 4 カ 月間〔平成

13年 1 月 4 ［
〜4 月27冂）と導 入 後 の 4 カ 月問〔平成16年

1 月 4 日一4 月30目）で ，薬剤部が 前 ヒll7時 ま で に 受 け

付 け た 注射薬処 力せ ん の うち，点滴用 に 処 方 され た 1 施

行分 の 注射薬 似 下，点滴用注射薬 と略す ）の 本数 を集副

した．ま た，薬剤部 で 混合 調 製 した 点滴 用 注射薬 の 使用

本 数 お よ び混 合 調 製 率 を集 計 した．さ ら に，混 合 調 製 本

数 を 投与 開 始 時 間 10時 か ら 12時30分，12時30分 か ら 15

時，15時 か ら17時30分，17時30分か ら22時まで の 4 つ の

時 間帯 に分 け，そ れ ぞ れ の 時 間 情の 混合 調 製件数 を集計
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横の 網掛け部分が修正 された処方
で、0 が新 たな処方、x は 中止 処方 ．’

寄・日触
F’陶 1か田 5

Fi9．2．当院使 用の 注射
’
薬処 力

．
せ ん と修正 さ れ た 注射薬 処方 せ ん

した．

　 2 ）混合調製後 の 返却本数 お よび廃棄 に よ る損失金額

の 比 較

　注射 オ
ーダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入 前 の 4 カ 月間 （平成

13年 1 月 4 目〜4 月27目）と導人後 の 4 カ 月間（平成 16年

1 月 4 日〜4 月30日）で ，薬剤部 で 混合調製 し た 点滴用

注射薬 で 返却された もの の うち， 再使用 口∫能で あ る もの

は 転用，再使用不可能で あ る もの は 廃棄 と し，両者 を集

計 した．また，平成 16年 3 月18日〜4 月30日 まで の 廃棄

分 よ り，廃棄 1本あた りの 薬価換算金額 を計算 し，導入

前後の 廃棄金額 を算出 比 較 した．

　 3 ＞調剤 ミ ス お よび過誤件数 の 比較

　注射 オ
ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム 導入 前 の 4 カ 月 間 （平成

12年10月 1 日〜平成 13年 1 月31日）と導 人 後 の 4 カ 月 間

（平成 16年 1 月 4 日
〜4 月30 日）に 発 生 した 当院で の 注射

薬 調 剤 シ ス テ ム で 分 担 して い る各業務
2）

，す な わ ち，受

付，ラベ ル 作成，計数調剤，セ ッ ト化お よ び 混合調製 で

の 調剤 ミ ス お よ び過誤件数 を，調剤 ミ ス お よび過誤発見

箇所別お よ び 発生 箇所別 に 調査 し た ．

結 果

1． 注 射薬 の処 方 本 数 お よ び 混 合 調 製 本 数 の 比 較

　Fig．3に，注射 オーダ エ ン ト リシ ス テ ム 導入 前後 で の

注射薬処方せ ん で 前 「i17時まで に受け付 け た 1 日あ た り

の 点滴用注射薬本数 と薬剤部 で 混 合調 製 した 点 滴 用 注 射

薬本数 （返却分を除 く〉を示 した．前 日17時 まで に受け付

けた 本数 は，導入前 が 189本で あり，導 入後 が260本 と導

人 後 の 方 が 約L4 倍 に 増 加 した．また ，混 合 調 製 した 木

数 も同様 に導入前 134本 ， 導入後 189本 と約 1．4倍 に 増 加

した，

　Fig．4 に ，注射オーダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入前後 で の

混合 調製 率 （混合調製 した 点滴用注射薬本数 前 日／7時 ま

で に受 け付 け た点滴用 注射
．
薬本数）を 示 した．導 入 前 は

7〔〕．9％ ，導入後72．7％ と約 2 ％増 加 した．

　Fig．5 に ，注射 オ
ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム 導 人 前後 の 投

与開始時間別混合調製率 を示 した．10時 か ら12時30分 ま

で の 点滴用 注射
．
薬 の 混合 調製 率 は シ ス テ ム 導入 前

・
後 と

もに 52．6％，51．9％ と 約 半 数 を 占 め た．15時 か ら17時30

分 の 時間帯 で は シ ス テ ム 導 入 前25．8％ で あ っ た の が ，導

入 後 12，5％ と半 減 した の に対 し，17時30分 か ら22時 まで

の 時間帯で は シ ス テ ム 導入 前ユ5．4％ で あ っ た の が，導 入
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後 は30．7％ と倍増 し，顕著 に 高 い 混合調製率 を示 した．

2． 混合調製後 の 返 却本数お よび 廃棄 に よ る 損失金額 の

比較

　Fig．6 に 注射 オ
ー

ダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入 前後 の 薬剤

部 で 混合調製 した 点滴 用 注射
．
薬 の 返 却率 を示 した．返却

率 は，シ ス テ ム 導 入前 が 5．35％，導入 後が4．22％ と約

1 ％ 減少 した．また ，転用 ・廃 棄 率 と も に 減 少 した．

　調査期間内の 廃棄件数 は 102件 で，薬 価 換算 金 額 の 合

計 は ユ61，595「
．
1
］，1 本あた り1，584円で あ っ た，

3． 調剤 ミス および過誤件数の 比較

　Tab 麈e　1 に 注射 オ
ー

ダエ ン トリ シ ス テ ム 導入 前後の 薬

本／ 日

300

250

200

150

100

50

0

前 日 17 時までに 受け付 　 　薬剤部で 混 合 調 製 した

けた 点滴 用 注射薬 本数　 　 点滴用 注 射薬本数

田 導入前 （H131 〜4）

U 導入 後 （H161h ・4）．

Fi9．3．注射オ
ー一

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム 厚入 前後で の 注

　　　射楽 処 方 せ ん で 前 日17時 まで に 受 け付 け た 1

　 　 　 日あ た りの 点滴 用 注 射 薬 本 数 と薬 斉1」部 で 混 合

　 　 　 調 製 した点 滴用 注射 薬本 数 （返却 分 は 除 く）

剤 部で の 調斉「」ミ ス お よび 過誤発見箇所別件数 お よ び比率

を，Table　2 に 調剤 ミ ス お よ び 過誤 発生 箇 所 別件数 お よ

び比率を示 した．調斉「」ミ ス お よび 過誤率 は，シ ス テ ム 導

入 前 2．23％ に 比 べ ，導 入 後0．26％ と 大幅 に 減少 し た ．発

見箇所別 で は，シ ス テ ム 導入 前 で は 各業務 （受付 ， ラベ

ル 作成，計数調 剤，セ ッ ト化業務）鑑査 で 発見 さ れ た 調

剤 ミス 1．90％ ，最 終 鑑 査 （混 合 訓 製 業務 の 鑑 査 を含 む ）で

発見 さ れ た 調剤 ミ ス 0．28％，病棟 に払 い 出 した後発見 さ

れ た調剤 ミ ス が 0．04％ で あ っ たが ，導入 後 は各業務鑑査

で 発見 さ れ た調 剤 ミ ス O．16％，最 終 鑑 査 で 発 見 され た 調

剤 ミ ス0．1％ で あ り，薬斉「」部内 で すべ て 調 剤 ミ ス を 防 ぐ

こ とが 可能 と なっ た，また，Table　2 に 示す よ う に，発

生 箇所別で は，シ ス テ ム 導入 前 の ラ ベ ル 作 成 業 務 で の 調

剤 ミ ス が 半数 を 占め て い た の に 対 して ，導入後で は ラ ベ

ル 作 成業務で の 調剤 ミ ス の 発生 は皆無 で あ っ た．また，

計数 調剤業務で の 調剤 ミ ス が 45件 に 対 して ，シ ス テ ム 導

人 後 は23件 と半 減 した．

　 ％
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　 ％

6．05

．0

4．03

．020100

．0

導入前 （H13．1〜4） 導入 後 （H16 ．1〜4）

曝

Fi9．6．注 射オ
ー

ダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入前 後 の

　　　 薬 剤部 に て 混 合調 製 し た 点 滴 用注 射 薬 の

　　　 返却率

考 察

　薬剤師が 適 IE な注 射薬 調剤 を行うに は，日本病院薬剤

師会 の 提唱 す る
　
t／　1／

「注 射 剤 調 剤 」 に 必 要 な 処方せ ん 記載

項目を満 た す 必 要 が ある ．し か し，注射 オーダエ ン トリ

シ ス テ ム が導人 され て い て も，それ らの 項目の 入力方法

が 困 難 で あ っ た り手 間 の か か る シ ス テ ム で あ れ ば，医師

が 入力時 に，こ れ ら の 項 日を 自 ら簡略化す る こ と も 予測

され る．特 に，当院 で は，投与開始時間の 入力 が，注射

薬 の 混 合 調 製 をす る トで 非常 に 重要で あ る ．また，薬剤

師が 処 方を鑑査す る ヒで ，薬物療法令 体 の 指示 の 流 れ が

わ か らな くて は 確実な鑑査 は行えない ，従来報告 され て

い る 注 射 オ
ー

ダエ ン ト リ シ ス テ ム は ，処 方せ ん と し て

は，当 日 1 日分単位 の 処んの み の 印字で あ り，1 施行分

を 1処方 と して 処方せ ん に 印字 され な い
n7 ’．当院で は，

こ れ ら の 点 を解決 し，混合調製 を 含め た注射薬調剤 に 適

し た シ ス テ ム を構築 した．

　薬剤部で 混合調製 を行う点滴用注射薬 は，投 与前冂17

Table　l．注射 オ
ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム 導入 前後の 楽剤 部で の 調 剤

ミス お よ び過 誤発 見箇 所 別件数 お よ び 比率

混合 調製

本 数 （本 ）

各業務
1

監査
最終監査 蝗

病棟交付 患者 施行 合　 計

過 誤件数（件〉 183 27 4 0 214
導 入前

（H131 〜4）
9，611

過誤率 （％ ）
帽 190 028 004 000 223

過 誤件数（件） 24 16 o 0 40
導 入後

（H161 〜4）
15，484

過 誤率 （％ ）
帽 016 010 OGO 000 026

＊ 1 各業務監査とは、受付、ラベ ル 作成、計数調剤、セッ ト化 業務監査とする

＊ 2 混合調製業務の監査を含む

＊ 3 過誤率 は 、調剤過誤件数／ 薬剤部 混 合 調 製 本 数

Table　2．注 射 オ
ー

ダ エ ン ト リ シ ス テ ム 導入 前後の 薬 剤 部 で の 調 剤

ミ ス お よ び 過誤 発生 箇所 別 件数お よ び比 率

混合 調製

本 数 （本 ）
受　付

ラベ ル

作 成
計 数調 剤 セッ ト化 混 合調 製 合　 計

過 誤 件 数 （件 〉 33 109 45 20 7 214

導 入 前

（H131 〜4）
9，611

過 誤率 （％ ）
駟1034 113 047 021007223

過 誤 件数 （件 ） 0 0 23 3 14 40
　導入 後

（H161 〜4）
15，484

過 誤 率 （％ ）
u 000 000 015 002009 026

＊ 1 過誤率は、調剤過誤件数 ／ 薬剤部混合調 製本数
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時 まで に 受 け付 け た処 方 せ ん に ． L 載 さ れ，投与開始峙間

が 10時か ら 22目：1まで の もの を対象 と して い る，注射 オー

ダエ ン トリ シ ス テ ム 導 入 前 に比 べ ，導入後の 投 ラ前 日17

時 ま で に 受け付けた 点滴 用 注射薬 の 4
’
数 が 増 加 して い る

の は，従来 は，泣射 rc 処方せ ん の 指示記載欄が 最 大 7 日

分 で あ り，そ の 注射薬処 h せ ん 更新 Hfで の 医師 の 処方指

示忘 れ をオーダエ ン トリ シ ス テ ム 導入 に よ り防 IEで きた

も の と考 え ら れ る，当阯 の 注射 オーダ エ ン ト リ シ ス テ ム

は，原則，投与開始時間お よ び投 与．速反 等を入力 しなけ

れ ば，オーダ不能 な シ ス テ ム と し た ．こ の よ うな シ ス テ

ム に よ り，前 日 17町 ま で に 受けT・1け た点滴用扞射某 の 中

で 混合JJ］製の tl象 と な る処方の 比率が，わ ずかで は あ る

が シ ス テ ム 導 人後 に 増加 した の は ，手術 や 処置等 の 時間

が 不 確 定 な ため に 投 与開始時間が 未定 の 易合 を除 き，ほ

とん どの 処 方で 投 与開始時問が 指 示 され た こ とで ，混合

調製率に 反 映 さ れ た もの と考え る ．

　 ま た，注 射薬 の 投与間隔 も，注射薬処 方せ ん を鑑査す

る 上 で重 要 な項目の ひ とつ で あ る，シ ス テ ム 導入 1）i∫の 注

射薬 処方 せ ん で は，投与開始時間乱載欄 に 従来の 看 隻勤

務 体 制 に 併 せ た 既 定時間 （10時，16時）が 印刷 さ れ て お

リ，した が っ て，投 与開始時間 も こ の 既定時問の 中か ら

選択す る場 合が 多くみ ら れ た，こ れ ら に 対 し，薬剤部で

は 牡 に 投 与 間 隔 を 厳 密 に 取 らな け れ ば な らな い 薬 剤 に つ

い て ，疑義照 会 や 医師へ の 啓 冢 を行 っ て きた．シ ス テ ム

導人後 は，既定時閊の 中か ら投 与開始時 間 を選 択 す る の

で は な く，投与開始時 間 を 自由 に 選 択 で きる た め ，さ ら

に は t，剤部 に よ る 疑義照会や 啓蒙 に よ り，指示時 間帯 が

15時 か ら17町 30分 よ り，17時30分か ら22時 まで の 点滴実

施開始分 に 大きく麦動が あっ た もの と考え られ る ，

　蔀射薬 の 指示 は，内用 ・外用薬 に比 べ ，病態の 急変や

注射某そ の もの の 特性 の 屈 い
S
に よ り，処方内容 の 変更

お よ び 中止 が 多くみ られ る ．従来，指示 の 伝達の 不 備 に

よ り返 却 さ れ る 点洞用注射薬 が 多 くみ ら れ た が，注射

オ
ー

ダエ ン ト リシ ス テ ム 導入 に よ り，処力の 伝達が 円滑

に 行われ る よ うに な り，わ す か で は あ るが 返 却率が 減少

し た ，また ，返却率減少に よ る督済効果 は，薬剤 部 で の

年間 混合調 製本数を，本ヰ 4 カ月 の 調査本数 よ り推定 し

て 71，905イ 年 と し，シ ス テ ム 蔦入 前後 で の 廃棄率の 差

1．05％ ，廃棄混合 凋 製 注射
．
薬 1本 あ た り1，584円 で 押算

す る と
， 年 間 1，195，924円 の 廃棄 に よ る 拍失を防 い だ こ

と に なる ．さら に ，こ の 廃棄分の 調製 に使用 した シ リ ン

ジ
， 針寺 の 医療材料費 も加 え る と無視 で きな い 金額 とな

る．

　調 剤 ミ ス お よ び過 葺．、件 数 は，シ ス テ ム 導 人前 2．23％ に

比 べ 0．26％ と大 ll囁に 1成少 した ．また ラ ベ ル 作 戌 実 務 に つ

い て は，オーダエ ン トリ シ ス テ ム と注射薬配薬鑑査 シ ス

テ ム
Lト1
を連 動 させ た た め，訓 剤 ミ ス お よ び 過誤 が な く

な っ た ．一
方，混合調 製業務 で の 調剤 ミ ス お よ び過 誤件

63

数 は シ ス テ ム 導入前 に比 べ ，導 入 後は む しろ 増加 した．

こ の 増加 は ，訓 査期 間 中 に 入 員 配 直替え が 行 わ れ ，それ

に よる 僅験不足が，単純な調剤 ミス を招い た と考 え られ

た が，シ ス テ ム 導 入 前 に 経験 した よ うな 薬 剤 の 取 り近 え

等 の 危険度 の 高 い 調剤 ミ ス お よ び過誤 は 導人 後 に は み ら

れ な か っ た．ま た，シ ス テ ム 導入 後 に は 病揀 に 払 い 出 さ

れ た 後 に発 見 され た調剤 ミス お よ び過誤 もな くな り，薬

剤 部 で の ii射薬詞剤業務の シ ス テ ム が 確
’
‘：され て きた も

の と考え る．人 的要囚 に よ る過誤 をも海 に す る こ とは不

可 能 で あ る と考 え る が，オーダエ ン トリ シ ス テ ム を 卓入

す る こ とは，ハ イ ン リ ッ ヒ の 法則
陶

を 冶まえ，些細 な調

剤 ミス を減少 させ る こ と に よ り，結未由 に 大きな 調剤過

誤，す な わ ち病 棟 に払 い 出 さ れ る 点 滴 用 注 射薬 の 詞剤過

誤 を未然 に 防 止す る こ と が 可 能 と な っ た．

　 こ の よ うに，
’li

院で の 混 合 詞 製 を含め た 注射薬調剤 に

迫 し た 独自の オ
ー

ダ エ ン トリ シ ス テ ム を 構 築 し，導 入 す

る こ とに よ り，医師に よ る 処 方指示忘れ や 処 h変更，中

rL 、丿 が 減少 し，混合詞製本数 お よ び率が増 加 し，薬剤部

に て 混合 調 製 を行 っ た 点 尚 用 注 射 某 の 返 去卩率 が 減 少 し

た，また，処方せ ん の 不 備や 不 明 瞭 な 記載が 減少 した の

み な らず，投与開始時問や 投与速度 等 の 1円寸漏 処方せ ん

を鑑査 す る 上 で の 非常 に 重要な項 H の 指 示 が 行 わ れ る よ

う に な っ た．訓剤 ミ ス お よ び過 rl熟 こ関 して は，卩 1．数調 剤

お よ び ラ ベ ル 印字 ，t．の 調剤 ミ ス が 減少 し，そ れ に よ り病

棟 に 払 い 出 され た 後発 見 さ れ る 剥剤 ミ ス お よ び過誤 を な

くす こ とが 可 能 と な っ た，

　 こ れ らの 和果 は，今回構築 した 注射 オーダエ ン トリシ

ス テ ム が，適正 な注射薬調剤 を行 う一Lで 非 1寸｝に 有 q1で あ

る こ と を 示 し，混 合 調 製 を含 む 注 射薬 調 剤 に 適 した注 射

オ ーダ エ ン トリ シ ス テ ム で あ る と ζえ る．
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